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2
月
6
日
、
町
教
育
振
興
会
主
催
に

よ
る
第
鈎
回
小
．
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

〆
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
昭
和
誕
年
以
来
と
い
う
記

録
的
な
小
雪
の
年
と
な
り
雪
不
足
の
た

め
、
大
会
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
る
ほ
ど
で

し
た
が
、
距
離
競
技
を
駅
前
広
場
で
実

施
す
る
な
ど
し
て
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
小
雨
ま
じ
り
の

空
模
様
で
し
た
が
、
会
場
の
少
林
寺
山

ス
キ
ー
場
・
駅
前
広
場
で
は
、
大
勢
の

父
兄
が
声
援
す
る
中
、
子
供
た
ち
は
元

気
い
っ
ぱ
い
、
回
転
・
大
回
転
・
距
離

競
技
に
覇
を
競
い
ま
し
た
。

（
当
日
の
結
果
は
6
ぺ
ー
ジ
で
す
。
）
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峠地区、海老地区簡易水道事業完成

　
月’

年
円

　
　
千

感
・
組

業
年
2
賀

道
和
5
力

水
昭
－
㈱

易簡
区
間
額
者

峠
期
精
施

　
月

　
2年

円

業
鳴
㈱

事
年
6
業

道
　
2
企

水
和
危
潟

簡
昭
2
新

地
間
額
者

海
期
精
施

　
　
　
　
　
　
　
写
真
は
峠
地
区
浄
水
場
（
大
字
木
和
田
原
地
内
）
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統
合
中
学
校
の

校
章
が
決
ま
り
ま
し
た

　
四
月
よ
り
開
校
の
松
代
中
学
校
の
校

章
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
校
章
は
、
中
学
校
の
生
徒
か
ら
募
集

中
で
し
た
が
、
応
募
数
一
五
六
点
の
中

か
ら
中
学
校
校
長
会
で
審
査
の
結
果
、

次
の
珍
名
の
生
徒
の
作
品
が
優
秀
作
品

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
制
定
校
章
は
、
奴
奈
川
中
学
校
大
口

昭
治
教
頭
先
生
の
作
品
に
よ
る
も
の
で
、

中
学
校
の
「
中
」
の
文
字
は
、
発
展
性

を
表
徴
し
、
な
か
は
町
の
木
の
粛
な
」

を
図
秦
化
し
た
も
の
で
す
。

《
優
秀
作
品
入
選
者
氏
名
》

関
谷
ミ
チ
ル

小
山
　
準
一

堀
川
　
武
雄

堀
川
　
　
悟

牧
田
恵
美
子

池
田
万
喜
子

佐関川若武小
藤谷崎月田堺

和光　　　忠
美弘功豊明夫
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水
道
建
設
に

　
役
立
っ
た
国
民
年
金

　
昭
和
五
三
年
五
月
に
着
工
、
今
年
三

月
に
竣
工
し
た
松
代
町
簡
易
水
道
の
建

設
財
源
は
、
国
庫
補
助
の
外
に
「
年
金

積
立
金
還
元
融
資
」
を
受
け
て
建
設
し

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
方
が
国
民

年
金
保
険
料
と
し
て
納
入
さ
れ
た
「
年

金
積
立
金
」
は
、
本
来
の
機
能
・
目
的

に
沿
っ
て
安
全
・
確
実
か
つ
有
利
に
運

用
す
る
こ
と
に
よ
り
　
国
民
年
活
の
安

全
向
上
に
直
接
役
立
つ
住
宅
、
生
活
環

境
整
備
（
水
道
等
）
　
厚
生
福
祉
施
設

（
病
院
・
老
人
憩
の
家
等
）
　
文
教
施

設
、
中
小
企
業
、
農
林
業
等
の
分
野
に

最
重
点
を
置
き
融
資
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

銀
（
校
名
旗
の
場
合
は
白
）

　
　
　
　
金
（
校
名
旗
の
場
合
は
黄
）
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《産》

だ

　
昭
和
五
三
年
度
各
種
畜
産
共
進
会
の

当
町
出
品
牛
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。一

、
　
東
頸
城
郡
仔
牛
共
進
会

出成出場期
口　　　　ロ
ロロ　　 ロロ

牛績者所日

競
売
価
格

八
月
二
四
日

東
頸
西
部
家
畜
市
場

儀
明
　
松
沢
　
啓
蔵

優
良
賞

去
勢

五
三
年
二
月
一
日
生

体
重
　
二
三
四
晦

　
三
三
万
円

二
、
　
く
び
き
子
牛
共
進
会

　　1．

出成出場期
口　　　　ロ
ロロ　　 ロロ

牛績者所日

競
売
価
格

一
〇
月
二
四
日

直
江
津
家
畜
市
場

儀
明
　
小
堺
　
熊
蔵

一
等
賞

メ
ス

五
三
年
四
月
一
一
日
生

体
重
　
二
〇
九
晦

　
二
四
万
六
千
円

　
　
　
　
　
　
《
〆
『
㍉

保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑪

よ
　　2．
出成出
口　　　　ロ
ロロ　　　ロロ

牛績者

競
売
価
格

53年度仔牛多頭生産農家一らん表

ヲ‘
下
山
　
宮
沢
喜
四
郎

二
等
賞

去
勢

五
三
年
四
月
五
日
生

体
重
　
二
〇
二
晦

　
二
四
万
一
千
円

三
、
　
新
潟
具
畜
産
共
進
会

　
期
日
一
〇
月
二
八
日

　
場
　
所
　
中
央
家
畜
市
場
（
長
岡
）

　
出
品
者
　
竹
所
　
佐
藤
　
　
茂

　
成
績
上
越
地
区
代
表
と
し
て

　
　
　
　
出
品
し
た
が
惜
し
く
も
入

　
　
　
　
賞
を
逸
し
た
。

　
出
品
牛
　
メ
ス

　
　
　
　
　
五
〇
年
一
一
月
二
八
日
生

　
　
　
　
　
体
重
　
四
四
九
晦

部落名 生産者氏名
生産　頭数

販売金額
メス 去勢 計

峠 牧田　亮次 6 6 1，620，400

室　野 1佐藤　啓二 1 5 6 1．519900

莇平 高橋　紀元 1 3 4 916，200

蓬　平 若井　徳吉 1 2 3 890，100

儀　明 小堺　和正 2 2 4 853，700

竹　所 中条　為栄 3 3 813，100

池之畑 山賀新一郎 4 4 706，900

蓬　平 若井弘太郎 2 2 565，300

〃 若井　繁一 1 1 2 511，800

4 若井　利作 1 1 2 507，400

儀　明 小堺　長一 1 1 2 504，700

〃 小堺　熊蔵 2 2 481，100

峠 山岸　公男 1 1 2 463，200

竹　所 中条　正江 1 1 2 455，100

儀　明 小堺　寅吉 2 2 454，000

蒲　生 室岡庚一郎 2 2　－387．900

計 16名 18 30 48 11，650，800

備　考 1．平均価格1頭242，725円

野
菜
を
も
っ
と

食
べ
よ
・
つ

　
冬
こ
そ
野
菜
を
十
分
に
た
べ
ま
し
ょ

う
。
か
ぜ
、
，
は
だ
荒
れ
を
防
ぎ
ま
す
。

　
野
菜
は
食
卓
の
大
切
な
わ
き
役
で
す
。

体
の
抵
抗
力
を
つ
け
る
に
は
ビ
タ
ミ
ン

A
、
C
の
多
い
野
菜
を
十
分
食
べ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
ビ
タ
・
・
、
ン
A
が
不
足
す
る
と
、
と
り

目
に
な
る
と
昔
か
ら
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
こ
ま
で
い
か
な
く
て
も
野
菜
に

多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
栄
養
素

が
不
足
す
る
と
目
だ
け
で
な
く
は
だ
や

手
、
気
管
や
胃
の
粘
膜
も
荒
れ
て
き
ま

す
の
で
、
細
菌
も
入
り
や
す
く
な
り
か

ぜ
も
引
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
C
は
い
ろ
い
ろ
な
ス
ト
レ

ス
に
抵
抗
す
る
ホ
ル
モ
ン
を
体
内
で
つ

　
　
　
ノ
多
～
ノ
ー
～
／

く
る
の
に
欠
か
せ
な
い
栄
養
素
で
す
。

冷
い
風
に
身
を
さ
ら
し
た
り
疲
れ
て
い

る
時
な
ど
ビ
タ
ミ
ン
C
が
不
足
す
る
と

か
ぜ
を
引
き
や
す
く
回
復
し
に
く
く
な

り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
げ
。
タ
ミ
ン
C
は
細

胞
と
細
胞
を
つ
な
ぐ
物
質
を
つ
く
る
の

に
必
要
で
血
管
の
壁
を
強
く
し
傷
を
早

く
な
お
し
ま
す
。
ま
た
鉄
分
の
吸
収
を

助
け
る
働
き
も
あ
り
ま
す
。
女
性
に
は

鉄
欠
乏
性
貧
血
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

魚
や
肉
と
共
に
ビ
タ
ミ
ン
C
の
補
給
も

必
要
で
す
。

　
野
菜
は
ア
ル
カ
リ
性
食
品
で
カ
リ
ウ

ム
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
多
く
含
ま
れ
て

お
り
、
カ
リ
ウ
ム
に
は
利
尿
作
用
が
あ

り
ま
す
。
野
菜
は
繊
維
の
働
き
で
便
通

が
よ
く
な
り
低
カ
ロ
リ
ー
な
の
で
肥
満

防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
野
菜
は
生
だ
と
余
り
た
べ
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
煮
た
り
い
た
め
た
り
す
れ
ば
か

さ
が
へ
り
け
っ
こ
う
た
べ
ら
れ
ま
す
。

調
理
す
る
と
ビ
タ
ミ
ン
C
が
多
少
失
わ

れ
ま
す
が
、
あ
ま
り
こ
だ
わ
ら
ず
お
い

し
く
た
っ
ぷ
り
た
べ
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　
た
だ
、
つ
け
も
の
に
す
る
と
ビ
タ
ミ

ン
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
塩
分
が
多

く
な
る
の
で
つ
け
も
の
で
野
菜
を
い
っ

ぱ
い
と
る
と
い
う
た
べ
方
は
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
野
菜
の
か
わ
り
に
果
物
を
た
べ
る
と

い
う
人
も
い
ま
す
が
、
果
物
に
期
待
で

き
る
の
は
ビ
タ
・
・
、
ン
C
く
ら
い
で
野
菜

の
か
わ
り
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に

果
物
に
は
糖
分
が
多
い
の
で
意
外
に
カ

ロ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
野
菜
の
か
わ
り

に
な
ど
と
ミ
カ
ン
を
せ
っ
せ
と
た
べ
る

と
肥
満
に
な
る
心
配
も
あ
り
ま
す
。

　
冬
至
に
南
瓜
、
大
師
講
に
小
豆
を
た

ぺ
る
の
も
不
足
勝
ち
の
野
菜
を
補
う
昔

の
人
の
智
恵
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
数
十
年
来
の
暖
冬
と
い
わ
れ
た
年
で

す
が
ま
だ
山
菜
や
自
家
野
菜
を
食
ぺ
る

に
は
間
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　
越
冬
用
の
人
じ
ん
や
パ
セ
リ
と
共
に

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
春
菊
等
黄
色
野
菜
を

も
っ
と
た
ぺ
ま
し
ょ
う
。

　
栄
養
だ
け
で
食
ぺ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
お
い
し
く
食
ぺ
ら
れ
る
の

は
健
康
だ
か
ら
で
す
。

　
い
っ
ぱ
い
の
野
菜
で
食
卓
を
賑
か
に

し
て
家
族
の
健
康
を
守
り
忙
し
く
な
る

春
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
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だ
れ
し
も
老
後
の
生
活
は
安
定
し
た

も
の
で
あ
り
た
い
…
…
と
願
い
、
そ
の

対
策
を
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
国
民
年
金
に
「
付
加
保
険
料

制
度
」
の
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
制
度
は
“
も
う
少
し
多
く

の
保
険
料
を
掛
け
て
も
よ
い
か
ら
、
よ

り
高
い
年
金
を
受
け
た
い
”
と
い
う
加

入
者
か
ら
の
強
い
要
望
に
応
じ
て
設
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。
付
加
保
険
料
は
一

ケ
月
四
〇
〇
円
で
定
額
保
険
料
二
七
三

〇
円
と
合
わ
せ
て
掛
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
加
入
期
間
は
ひ
と
月
で
も
一
年

で
も
よ
く
、
加
入
期
間
に
応
じ
て
老
令

年
金
に
、
納
付
月
ひ
と
月
に
つ
き
二
〇

〇
円
の
年
金
が
上
積
み
さ
れ
ま
す
。
た

と
え
ば
、
定
額
保
険
料
を
二
五
年
掛
け

た
場
合
、
四
五
五
．
一
〇
〇
円
の
老
令
年

金
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
付
加
保
険
料

を
掛
け
て
い
る
と
、
六
〇
．
○
○
○
円
の

年
金
が
増
額
さ
れ
、
合
計
五
一
五
．
一
〇

〇
円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
期
間
に
掛
け

た
付
加
保
険
料
の
総
額
は
一
二
Q
O
O

O
円
で
す
か
ら
、
年
金
を
二
年
間
受
け

る
と
い
わ
ゆ
る
“
も
と
”
が
取
れ
る
勘

定
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
み
ま
す
と
、

付
加
保
険
料
を
掛
け
る
こ
と
は
、
あ
な

た
の
老
後
を
支
え
る
心
強
い
力
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
な
お
付
加
保
険
料
は

保
険
料
の
免
除
を
う
け
て
い
る
人
を
除

い
て
、
だ
れ
で
も
希
望
す
れ
ば
加
入
で

き
ま
す
。〆1同r加入

期向なのに．ビ

τ々栓額ぴ

1うのかなつ

？
・

難
灘
灘
灘
難
灘
盤
灘
鰺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
署
か
ら
の
お
願
い

統
一
標
語

“
そ
れ
ぞ
れ
の
持
場
で
生
か
せ
火
の
用
心
”

◇
期
　
間

　
　
4
月
－
日
～
4
月
7
日

◇
わ
が
家
の
防
火

ア
、
火
気
使
用
場
所
の
点
検
習
慣
づ
け

イ
、
外
出
、
就
寝
前
の
火
の
元
点
検

ウ
、
老
人
、
幼
児
、
病
人
の
就
寝
場
所

　
点
検

工
、
寝
た
ば
こ
の
防
止

◇
山
野
の
防
火

あなたの蓼は

　　要全τずか！

ア
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
の
防
止

イ
、
た
き
火
の
あ
と
始
末
の
徹
底

　
春
に
な
る
と
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し

強
風
が
吹
く
こ
と
が
多
く
な
り
、
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
家
族
皆

ん
な
で
、
、
わ
が
家
の
防
火
と
、
山
野
火

災
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

＼
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戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

二
月
受
付
分
（
受
付
順
）

鑓讐

騒

　
　
　
　
父
峰
夫

松
山
章
子
　
　
　
長
女

　
　
　
　
母
睦
子

茂
野

　
父
孝
蔵

究
　
　
　
長
男

　
母
千
栄
子

　
　
　
　
父
栄
造

市
川
紗
合
　
　
　
二
女

　
　
　
　
母
ヤ
イ
子

鈴
木
紀
夫

中
村
政
男

早
川
智
恵

父
明
雄

母
幸
子

父
正
春

母
京
子

父
雅
雄

母
京
子

お
く
や
み

（
死
亡
）

関
谷
幸
一

植
木
寅
次

犬
伏
　
辰
円

松
代
逢
城
屋

田
沢
　
上

二
男
　
松
代
三
門
屋

二
男
　
田
代
宮
の
脇

長
女

松
代

善
宗
塚
住
宅

二
三
オ
　
池
尻

七
七
オ
　
松
代

清
ぜ
ん

植
木

※
先
月
分
お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　

の
「
渡
辺
康
文
父
修
一
母
道
子
長
女
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

は
「
渡
辺
康
文
父
修
一
母
道
子
長
男
」

の
誤
り
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

人ロのうこき

　　一3月1日現在一
世帯数　　　1，932　（一2）

人口男　　　3，754　（一3）

　女3，801（十1）
　計7，555（一一2）

　2

11
13

亡
出
計

死
転
減

　6

　5

11

生
入
計

出
転
増



ー
第
1
9
回
松
代
町
ス
キ
ー
大
会
ー

継
走
で
古
町
チ
ー
ム
が
二
連
勝

麗
灘

朋
騒
覇

　翼’

灘……羅ii

　
　
2
月
4
日
、
松
代
町
ス
キ
ー
協
会
主

　
催
に
よ
る
第
1
9
回
松
代
町
ス
キ
ー
大
会

　
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
午
前
は
、
少
林
寺
山
ス
キ
ー
場
を
会

　
場
に
、
回
転
・
大
回
転
競
技
が
、
午
後

　
は
会
場
を
駅
前
広
場
に
移
し
、
駅
伝
継

皿
走
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
が
行

…
な
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
あ
い
に
く

㎜
雨
ま
じ
り
の
空
も
よ
う
と
な
り
、
悪
い

…
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
で
し
た
が
、
大

　
会
の
花
、
駅
伝
継
走
に
は
2
0
チ
ー
ム
が

　
参
加
、
応
援
の
拍
手
と
か
け
声
を
う
け
、

”
大
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
◎
回
転
の
部

購
年
　

㎜
①
瀬
沼
伸
彦
②
鈴
木
栄
郎
③
小
堺
恵
吉

㎜
…
“
青
年
二
部
“

㎜
①
佐
藤
幸
治
②
市
川
健
司
③
山
岸
宏
海

参
加
2
4
チ
ー
ム
・
小
さ
な
白
球
と
大
奮
闘

土
木
B
チ
ー
ム
が
初
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
第
1
3
回
町
内
卓
球
大
会
ー

　
二
月
十
八
日
、
町
卓
球
協
会
主
催
に

よ
る
弟
十
三
回
町
内
卓
球
大
会
が
松
代

小
学
校
、
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
に
は
団
体
戦
が

午
後
は
個
人
戦
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
団
体
の
部

332優位位位勝

24

チ
ー
ム
出
場

土
木
B
チ
ー
ム

役
場
ロ
ー
ト
ル

農
協
A
チ
ー
ム

役
場
A
チ
ー
ム

◎
個
人
の
部

サ
青
年
の
部
ー

5432優位位位位勝

渡
辺
修
一

布
施
公
紀

武
田
繁
男

柳
　
利
彦

石
口
博
雄

47

名
出
場

（
清
水
中
教
員
）

（
土
木
事
務
所
）

（
松
代
病
院
）

（
役
　
場
）

（
役
　
場
）

ー
壮
年
の
部
』
　
1
0
名
出
場

　
優
勝
　
鈴
木
幸
紀
代
（
役
　
場
）

　
2
位
中
村
守
（
松
代
郵
便
局
）

　
3
位
　
高
橋
　
徳
（
松
代
高
校
）

ド
女
子
の
部
サ
　
聡
名
出
場

　
優
勝
　
佐
藤
日
出
子
（
東
北
電
力
）

　
2
位
　
山
岸
美
江
子
（
大
正
医
院
）

　
3
位
　
山
岸
多
美
子
（
大
正
医
院
）

“
第
一
壮
勾
の
部
“

①
小
堺
　
晃
②
山
岸
　
進
③
関
谷
宗
明

“
第
二
壮
年
の
部
“

①
佐
藤
政
行
②
関
谷
忠
吉
③
関
谷
　
博

“
第
三
壮
年
の
部
阿

①
富
沢
恭
松

◎
大
回
転
の
部

緒
青
年
一
部
“

①
鈴
木
栄
郎
②
瀬
沼
伸
彦
③
関
谷
邦
一

”
青
年
二
部
髄

①
山
岸
宏
海
②
佐
藤
幸
治
③
関
谷
俊
雄

“
第
一
壮
年
の
部
“

①
小
堺
　
晃
②
関
谷
宗
明
③
山
岸
　
進

“
第
二
壮
年
の
部
”

①
佐
藤
政
行
②
関
谷
忠
吉
③
樋
口
堅
一

“
第
三
壮
年
の
部
“

①
富
沢
恭
松

◎
駅
伝
継
走
の
部

①
古
町
A
チ
ー
ム
（
関
谷
馨
・
関
谷
邦

一
・
鈴
木
孝
雄
）

②
高
校
チ
ー
ム
（
大
島
正
明
・
高
橋
一

・
佐
藤
一
徳
）

③
電
気
屋
B
チ
ー
ム
（
関
谷
司
郎
・
佐

藤
幸
治
・
佐
藤
政
行
）

④
役
場
A
チ
ー
ム
（
関
谷
栄
治
・
武
田

芳
夫
・
山
賀
茂
）

⑤
古
町
B
チ
ー
ム
（
山
岸
宏
海
・
石
口

松
男
・
五
十
嵐
勲
）

⑥
商
工
会
A
チ
ー
ム
（
関
谷
松
雄
．
牧

田
義
雄
・
樋
口
堅
一
）

蓉
尊
縣
蓉
蓉
尊
尊
尊
蓉
蓉
灘
蓉
尊
盤
蓉
’

尊
春
蓉
蓉
蓉
蓉
蓉
難
蓉
蓉
蓉
盤
蓉
尊
尊

尊
蓉
蓉
蓉
蓉
尊
蓉
尊
蓉
灘
蓉
蒋
盤
尊
尊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

蓉蓉難蓉蓉蓉蓉盤蓉
難尊尊尊離尊蓉蒋盤

噂
蓉
尊

尊
春
蓉

尊
蓉
蓉

尊
蓉
蓉

尊
尊
蓉
離
蓉
蓉
尊
蓉
蓉
難
蓉
春
躰
尊
蓉

難
躰
蓉
蓉
蓉
尊
蒋
尊
盤
蓉
尊
尊
尊
難
尊

離
尊
尊
尊
蓉
尊
春
蓉
蓉
蓉
蓉
尊
離
尊
尊

　
　
　
　
尊
尊

雛叢
蓉離盤難蒋蓉
蓉蓉尊蒋蓉蓉
蓉尊難尊蓉蓉
尊尊離蓉尊蓉
尊蓉尊春難灘

◎
4
月
－
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
被
保

　
険
者
証
が
『
黄
色
』
に
か
わ
り
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
の
被
保
険
者
証
『
桃
色
』

　
は
3
月
3
1
日
限
り
で
保
険
診
療
を
受

　
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

　
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
受
診
す
る
際
に
は
必
ら
ず
被
保
険
者

，
証
を
窓
ロ
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
国
保
係
よ
り
）

　
　
　
　
勃

　
　
　
　
，
隻



（6）

松
代
町

　
4

第
2
回

ノ』￥

・
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
結
果
主期
催目

　
2
　
月
　
6
　
日

松
代
町
教
育
振
興
会

i鞭

灘灘難

　
　
ヤ
　
　
ペ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ペ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

澗
劉
訓
訓
翻
瀦
翻
認
劃
鶉
舗
酬
鶉
翻

の

で
　
志
幸
雄
二
二
秋
也
彦
和
尚
彦
男
　
夫
志
輔
二
幸
二
広
也
友
和
尚
博

ま
　
正
弘
秀
慎
幸
光
淳
武
政
　
昭
克
　
三
正
幸
裕
弘
慎
和
淳
雅
政
　
修

位
　
　
　
　
　
　
　
嵐
　
　

子
二
　
　
　
　
　
　
嵐

禦
掲
鱗
躍
駝
響
鰭
鶴
瓢
柳
罐
謡
椥
豊
綴

上
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学

（
学
①
②
③
④
⑤
⑥
①
②
③
④
⑤
⑥
小
①
②
③
④
⑤
⑥
①
②
③
④
⑤
⑥

小学校
（回転）小

　5学年

6学年

　転
年

回
学

大
5

（

6学年

　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ペ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　

ヤ
　
　
　
　

ヤ
　
　
　
　

ペ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　

ヤ
　
　
ヤ

　
4
4
刀
4
4
刀
パ
リ
刀
刀
刀
パ
リ
刀
　
　
4
　
　
4
　
　
刀
刀
刀
　
　
パ
勺
刀

　
地
生
野
地
地
代
地
野
代
野
生
地
　
代
〃
野
〃
山
代
代
〃
野
代
〃
〃

　
孟
蒲
室
孟
孟
松
孟
室
松
室
蒲
孟
　
松
　
室
　
桐
松
松
　
室
松

　
子
子
美
美
江
子
子
子
子
子
子
子
　
之
夫
明
夫
男
三
之
彦
幸
久
彦
宏

　
洋
敦
直
清
房
富
智
範
昭
佐
聡
里
　
智
益
敏
和
幸
浩
祐
政
一
和
春

子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美

女
　
　
持
　
藤
堺
　
潟
藤
藤
堺
　
子
賀
　
堺
木
崎
　
橋
沢
藤
　
口
野

校
柳
柳
米
柳
佐
小
柳
西
佐
佐
小
柳
男
山
柳
小
鈴
寺
柳
高
富
佐
柳
樋
高

学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校

小
①
②
③
④
⑤
⑤
①
②
③
④
⑤
⑥
学
①
②
③
④
⑤
⑤
①
②
③
④
⑤
⑥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ

転
年
　
　
　
　
年
　
　
　
　
）
年
　
　
　
　
年

回
学
　
　
　
　

学
　
　
　
　
　
離
学
　
　
　
　
　
学

大
5
　
　
　
　
6
　
　
　
　
距
5
　
　
　
　
6

〆
曳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆
k

　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
小
小
小
小
小
小
水
小
　
小
小
　
賞

　
代
水
山
代
山
代
清
代
〃
水
代
〃
入
A
　
　
A
B
A

　
松
清
桐
松
桐
松
　
松
　
清
松
　
の
校
校
校
校
校
校

　
　
　
　
　
　
　
子
　
　
　
　
　
で
学
学
学
学
学
学

　
子
紀
子
子
み
子
恵
希
子
み
子
恵
ま
小
小
小
小
小
小

　
佐
由
純
洋
ゆ
代
美
由
匠
け
昭
広
ム
代
野
山
代
代
水

　
伊
　
　
　
ま
千
島
美
　
あ
　
　

一
松
室
北
松
松
清

子
賀
村
山
谷
原
沢
野
橋
羽
村
橋
賀
チ

女
山
中
小
関
桑
宮
小
高
万
中
高
山
3
①
②
③
①
②
③

校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位

学
①
②
③
④
⑤
⑥
①
②
③
④
⑤
⑥
上
子
　
　
子

小
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
男
　
　
女

）
年
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
　
）
校
　
　
校

離
学
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
走
学
　
　
学

距
5
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
継
小
　
　
小

r
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
中

）
　
中
　
中
中
川
　
中
　
　
　
中
　
中
中
中
中

順
猷
”
論
猷
嫌
”
撚
”
”
猷
”
説
隙
融
訥

の

で
　
徹
清
広
忠
樹
実
一
博
孝
　
清
徹
夫
忠
平
家

ま
　
　
　
勝
　
正
　
　
正
利
　
　
　
昭
　
広
利

位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子

3
子
谷
川
藤
沢
田
口
沢
谷
沢
男
川
谷
島
沢
野

位
男
関
市
佐
相
牧
江
相
関
宮
校
市
関
小
相
茂
柳

上
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学

（
学
①
②
③
①
②
③
①
②
③
中
①
②
③
①
②
③

中学校
（回転）中

　1学年

2学年

3学年

　転
年

回
学

大
－

（

2学年

　
　
　
　
中
　
　
　
　
中

中
中
川
中
中
川
中
中
中
中
　
　
中
中
中
中
中
中
　
　
中

代
〃
代
　
験
〃
平
地
黛
〃
地
水
平
　
代
〃
〃
〃
〃
水
代
〃
水
　
代
〃
水
代
〃
〃
〃
〃
水

松
　
松
　
奴
　
山
孟
奴
　
孟
清
山
　
松
　
　
　
　
清
松
　
清
　
松
　
清
松
　
　
　
　
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子

一
酵
礪
斯
柵
好
輔
肝
班
蔚
酊
肋
部
蜷
轍
絶
諺
戴
解
歓
徽
舟
縮
餌
破
触
齢
駒
醸
概

　
　
　
子
留
由
　
真
　
ゆ
健
　
　
　
　
　
　
　
嵐
知

沢
沢
谷
女
潟
藤
松
島
野
沢
島
山
郷
子
賀
　
川
藤
橋
桐
沢
川
藤
子
谷
賀
藤
賀
橋
　
十
村
村

相
宮
関
校
西
佐
村
小
石
中
小
秋
本
男
山
柳
市
佐
高
片
富
市
佐
女
関
志
佐
山
高
柳
五
中
中

　
　
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校

①
②
③
中
①
②
③
①
②
③
①
②
③
学
①
②
③
①
②
③
①
②
③
学
①
②
③
①
②
③
①
②
③

　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

年
　
　
転
年
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今
年
は
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

五
月
に
決
り
、
四
月
に
は
、
新
入
学
薗
）

児
童
の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
行
な
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

☆
家
庭
で
は
、

　
新
入
学
（
園
）
児
童
の
交
通
事
故
防

止
を
中
心
に
、
家
族
か
ら
交
通
事
故
を

起
こ
さ
な
い
、
交
通
事
故
に
合
わ
な
い

た
め
の
話
し
あ
い
を
し
て
頂
き
、
信
号

機
の
見
方
や
、
横
断
歩
道
の
渡
り
方
等

正
し
い
通
行
方
法
に
つ
い
て
、
母
親
が

中
心
に
な
っ
て
、
登
下
校
（
園
）
時
の

安
全
指
導
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
又
、
帰
宅
後
の
事
故
防
止
の
た
め
、

道
路
上
で
遊
ば
な
い
よ
う
注
意
と
指
導

を
行
っ
て
下
さ
い
。

☆
事
業
所
や
職
場
で
は
、

　
安
全
運
転
管
理
者
、
運
行
監
理
者
、

整
備
管
理
者
等
は
車
輔
の
点
検
整
備
を

徹
底
し
、
整
備
不
良
車
の
一
掃
を
図
り

運
転
者
に
は
安
全
運
転
を
励
行
さ
せ
る

よ
う
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
地
域
、
関
係
団
体
の
協
力
で
、

　
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内
及
び
通
学
路
の

交
通
の
実
態
及
び
交
通
安
全
施
設
等
の

点
検
整
備
を
実
施
す
る
等
交
通
環
境
の

改
善
を
図
る
と
共
に
、
公
園
、
広
場
等

子
供
の
安
全
な
遊
び
場
の
確
保
に
努
め

て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
又
、
期
間
中
は
交
通
指
導
員
、
老
人

交
通
安
全
推
進
員
の
方
々
が
中
心
に
な

っ
て
、
安
全
講
話
の
実
施
や
、
登
下
校

（
園
）
時
の
街
頭
指
導
を
行
な
っ
て
頂

だ
く
等
、
町
民
全
体
が
こ
の
運
動
に
参

加
下
さ
り
、
運
動
目
的
の
成
果
が
上
が

る
よ
う
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

《
四
月
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
》

「
こ
ど
も
を
、
交
通
事
故
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
。
」

交
通
事
故
相
談
所
が

毎
月
開
設
さ
れ
ま
す

　
四
月
か
し
、
県
の
移
動
交
通
事
故
相

談
所
が
、
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、

毎
月
第
三
火
曜
日
に
開
設
さ
れ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
守
ら
れ
ま

す
か
ら
、
事
故
で
お
困
り
の
方
は
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

安
全
協
会
か
ら
お
知
ら
せ

免
許
更
新
手
続
き
が
始
ま

り
ま
す
。

　
こ
と
し
も
安
塚
警
察
署
の
ご
理
解
と

町
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
四
月
か
ら
松

代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
例
年
通
り
手

続
と
、
更
新
時
講
習
会
が
行
な
わ
れ
ま

す
。．

手
続
き
は
、
午
前
九
時
か
ら
十
一
時

ま
で
、
講
習
は
午
後
一
時
か
ら
で
す
。

　
こ
と
し
か
ら
県
の
手
数
料
が
改
正
さ

れ
、
更
新
手
数
料
が
千
九
百
円
に
な
り

ま
し
た
。
手
続
き
に
来
ら
れ
る
時
、
銀

行
か
ら
収
入
証
紙
を
購
入
し
て
持
参
し

て
下
さ
い
。

　
手
続
き
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
四
月
二
十
日
・
五
月
十
八
日
．
六
月

十
五
日
・
七
月
二
十
日
・
八
月
十
七
日

・
九
月
二
十
一
日

　
十
月
・
十
一
月
は
特
例
更
新
の
関
係

で
今
は
未
定
で
す
。

電
報
電
話
局
か
ら
お
知
ら
せ

◇
も
ら
っ
て
う
れ
し
い

　
　
お
祝
い
電
報
は
お
早
め
に

・
　
お
祝
い
電
報
は
、
配
達
日
指
定
と

し
て
配
達
日
の
三
日
以
前
に
お
打
ち

　
に
な
れ
ば
、
　
一
五
〇
円
割
引
に
な
り

ま
す
。

・
　
お
祝
い
電
報
の
配
達
日
指
定
は
、

　
一
〇
日
前
か
ら
受
付
け
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
日
の
午
前
又
は
午
後
に
配

　
達
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
そ

　
の
い
ず
れ
か
を
ご
指
定
下
さ
い
。

。
　
自
宅
か
ら
電
報
を
お
打
ち
に
な
る

　
と
き
は
、
一
般
電
話
の
方
は
一
一
五

　
番
、
地
集
電
話
の
方
は
〇
一
一
五
番
、

　
ヘ
ダ
イ
ヤ
ル
を
お
回
し
下
さ
い
。

◇
こ
存
じ
で
す
か
、

　
　
じ
ょ
う
ず
な
電
話
の

　
　
　
　
　
か
け
方
・
う
け
方

　
毎
日
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
暮
し
に
、
電
話

を
じ
ょ
う
ず
に
使
い
こ
な
す
こ
と
が
、

現
代
人
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
大
切
に

な
っ
て
い
ま
す
。

《
ポ
イ
ン
ト
は
こ
れ
で
す
。
》

・
か
け
る
前
に
電
話
番
号
を
確
か
め
て

　
　
番
号
を
確
か
め
ず
に
ウ
ロ
覚
え
で

　
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
の
は
、
ま
ち
が
い
電

　
話
の
も
と
。

　
　
時
間
も
ム
ダ
に
な
り
、
相
手
も
迷

　
惑
し
ま
す
。

　
　
手
元
に
は
必
ず
番
号
書
抜
帳
を
お

　
き
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
ダ
イ
ヤ
ル
す

　
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

。
用
件
は
前
も
っ
て
5
W
1
且
に
整
理

、
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
か
ら
話
す
こ
と
を

考
え
る
の
は
非
能
率
。

　
か
け
る
前
に
箇
条
書
に
し
て
お
く

と
、
言
い
落
と
し
も
な
く
ロ
ス
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　
5
W
l
H
と
は
①
W
H
E
N
（
い

つ
）
②
W
H
E
R
E
（
ど
こ
で
）
③

W
H
O
（
だ
れ
が
）
④
W
H
A
T

　
（
な
に
を
）
⑤
W
H
Y
（
な
ぜ
）
⑥

H
O
W
（
ど
の
よ
う
に
）
の
、
6
つ

の
要
素
。

　
話
す
順
序
も
あ
ら
か
じ
め
メ
モ
し

　
て
お
く
と
便
利
で
す
。

・
ダ
イ
ヤ
ル
は
指
止
め
ま
で
正
確
に

　
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
き
、
指
の
か
わ

り
に
エ
ン
ピ
ツ
で
回
し
た
り
す
る
と
、

ま
ち
が
っ
た
り
、
故
障
の
原
因
に
な

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
か
け
る
と
き
は
、
ま
ず
受
話
器
を

　
耳
に
あ
て
「
ツ
ー
ン
」
と
い
う
音
を

　
聞
い
て
か
ら
指
止
め
ま
で
正
確
に
回

　
し
、
自
然
に
離
す
こ
と
で
す
。

（7）
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日
報
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文
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父
母
の
刈
り
取
る
稲
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と

　
ひ
と
り
背
負
え
ば
肩
に
重
た
し

。
初
雪
に
か
ご
を
背
負
ひ
て
出
か
け
た

　
る
大
根
畑
の
母
思
ふ
な
り

　
　
　
　
　
　
　
一
年
　
小
野
島
晃

。
出
稼
ぎ
に
行
く
父
の
背
を
見
送
れ
ば

　
き
び
し
い
冬
も
も
う
間
近
な
り

。
初
雪
が
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ば
指
折
り
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つ
父

　
帰
り
来
ん
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月
を
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年
佐
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落
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ぶ
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一
年
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茂
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淡

一
村
の
春
め
く
川
は
二
流
れ

雪
の
屋
根
青
く
続
き
て
三
日
の
月

亀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公

カ
　
き

牡
蠣
鍋
を
囲
む
土
工
の
上
が
り
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま

一
日
終
え
寒
鱈
下
げ
て
夫
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌

日
脚
伸
ぶ
女
同
志
の
長
話

大
吹
雪
今
来
し
人
の
跡
見
え
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶

　
　
　
　
の
　
か
　
じ

子
守
唄
き
こ
え
て
冬
日
暖
か
き

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
六

　
　
　
　
し

節
分
の
豆
煎
る
姿
は
太
箸
で

立
春
も
節
分
も
な
く
病
み
伏
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常

　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
ど

水明弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水

寒
ぬ
く
し
野
鍛
治
の
音
の
ま
ろ
や
か
に花

窓
吹
雪
く
野
鍛
治
の
炉
は
ゆ
る
か
ら
ず

｝
度
二
度
つ
ば
し
て
野
鍛
治
の
初
槻

瀞
　
舟

　
　
仙

●
　
．
．
．
　
●
　
．
．
．
　
●
　
。
．
．
　
●
　
・
。
・
　
●
　
。
・
・
　
●
　
。
・
・
　
●
　
；
●
　
●
　
；
●
　
●
　
●
●
●

　
　
。
琴
平
へ
山
菜
採
り
に
登
り
ゆ
け
ば
雪

　
　
溶
け
の
谷
水
音
高
し
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立
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倒
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て
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と
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木
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
二
年
　
中
村
　
　
浩

　
　
。
か
や
ぶ
き
の
屋
根
の
な
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に
頼
ま

　
　
れ
て
は
ち
ま
き
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て
父
は
行
く
な

　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
二
年
　
金
井
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代
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水
害
で
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れ
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田
ん
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父
と
母
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ど
ろ
ま
み
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て
今
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も
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。
雨
の
日
に
父
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二
人
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刈
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こ
む
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思
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夫

㊧”
春
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本
柳
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な
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縁
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雪
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日
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山
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か
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く
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脚
伸
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春
日
な
た
雀
の
遊
ぶ
雪
間
で
き

　
　
　
ダ

群
雀
物
干
竿
に
ち
ょ
ん
ち
ょ
ん
と

春
を
舞
う
釧
路
の
里
の
鶴
帰
る

（8）
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一
介
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ぺ
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廿
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超
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